
建設キャリアアップシステム（CCUS）
技能者登録推進助成金について

　建設キャリアアップシステムは
2019年４月より本格運用が開始さ
れています。
　建設長崎では、このシステムを活
用し、技能者登録の推進や、技能者
の処遇改善、中小零細事業者の仕事
確保をめざすため、技能者カードを
取得した組合員を対象に、助成金の
給付を行っています。
対 象 者　令和７年12月末までに
　　　　　　技能者カードを取得した組合員
申 請 期 間　令和８年１月31日まで
申 請 方 法　支部窓口で申請用紙を記入し
　　　　　　技能者カードの写しを添付
助 成 金　１人　2,000円
技能者登録料　①簡略型 2,500円
　　　　　　②詳細型 4,900円

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

令
和
八
年
一
月
末 

で
助
成
が
終
了
し
ま
す

　
四
十
九
県
連
・
組
合
か
ら

一
、一
五
二
人
の
仲
間
が
集
ま

り
、
建
設
長
崎
か
ら
佐
藤
委
員

長
ほ
か
二
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
鈴
木
執

行
委
員
長
は
「
労
務
費
に
関
す

る
基
準
が
十
二
月

か
ら
全
面
施
行
と

な
る
動
き
を
追
い

風
に
、
賃
上
げ

チ
ャ
レ
ン
ジ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成

功
さ
せ
て
い
く
。

全
国
の
仲
間
の
団

結
の
力
で
制
度
政

策
要
求
実
現
に
向

け
共
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
そ
の
後
、
各
政

党
か
ら
の
激
励
の

挨
拶
、
基
調
報
告
、
決
意
表
明
、

大
会
決
議
の
提
案
、
採
択
の
後
、

プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
と
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
行
い
、
終
了

し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、
同
会
場
が

あ
る
虎
ノ
門
か
ら
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅

前
ま
で
の
約
一・
五
㎞
の
行
程

で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
建
設
技

能
者
の
処
遇
改
善
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
前
日
の
十
九
日

に
は
、
取
り
組
み
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
地

元
選
出
の
国
会
議
員
を
訪
問
し
、

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
要
請
先
】

（
衆
議
院
議
員
）

西
岡
秀
子
氏
・
加
藤
竜
祥
氏

金
子
容
三
氏
・
山
田
勝
彦
氏

（
参
議
院
議
員
）

古
賀
友
一
郎
氏
・
山
本
啓
介
氏

平
戸
航
太
氏

　
十
一
月
十
日
、
渡
部
副
市
長

ほ
か
六
名
に
対
し
、
佐
藤
委
員

長
・
北
村
協
会
長
ほ
か
七
名
は
、

野
口
・
池
田
両
市
議
同
席
の
も

と
「
中
小
建
設
事
業
者
・
職
人

の
仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
」
に

つ
い
て
、
①
中
小
建
設
事
業
者

へ
の
工
事
発
注
②
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の

支
払
い
③
工
事
発
注
に
お
け
る

適
正
単
価
の
設
定
④
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
四
項
目

を
記
載
し
た
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
北
村
協
会
長
よ
り
挨
拶
を
し

た
の
ち
佐
藤
委
員
長
よ
り
要
請

の
主
旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
今
年
七
月
に
着
任
し
た

渡
部
副
市
長
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
対
応
力
強
化
や
建
設
産
業

の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
官

民
一
体
の
取
り
組
み
の
重
要
性

に
触
れ
た
挨
拶
が
な
さ
れ
、
各

所
管
の
部
長
よ
り
要
望
書
へ
の

回
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
財
務
部
長
よ
り
工
事
発
注
に

つ
い
て
「
引
き
続
き
地
元
企
業

へ
の
優
先
発
注
や
可
能
な
範
囲

の
分
割
発
注
、
年
度
の
前
倒
し

に
よ
る
工
期
の
平
準
化
に
努
め
、

工
期
設
定
に
つ
い
て
は
週
休
二

日
や
猛
暑
日
等
を
加
味
し
諸
情

報
を
鑑
み
て
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
し
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
や
工
事
発
注
に
お
け
る

適
正
単
価
の
設
定
に
つ
い
て
は

「
現
在
中
央
建
設
業
審
議
会
で

開
催
さ
れ
て
い
る
労
務
費
の
基

準
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
等
の
動
向
を
注
視
し
適

切
に
対
処
し
、
今
後
と
も
地
元

中
小
建
設
事
業
者
は
も
と
よ
り

建
設
業
の
よ
り
一
層
の
労
働
環

境
改
善
を
図
り
、
働
き
方
改
革

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
建
築
部
長
よ
り
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
に
つ
い
て

「
今
年
度
よ
り
多
く
の
子
育
て

世
代
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
従

来
の
三
世
代
の
同
居
近
居
の
要

件
の
緩
和
が
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
事
業
が
建
設
業
界
の
雇
用
促

進
等
に
つ
な
が
る
こ
と
は
十
分

認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
た
め
、
今
後
も
ど
の
施
策
を

優
先
す
る
か
総
合
的
に
勘
案
し

つ
つ
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
質
疑
応
答
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
・
説
明
が
行
わ

れ
終
了
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

長
崎
市
要
請
行
動

～
地
元
企
業
へ
発
注
を
～

11／10
要望書を渡す北村会長（左）

佐
世
保
官
公
需
業
者
会
【
熱
中
症
予
防
指
導
員
・

　
　
　
　
　
管
理
者
研
修
会
】
10／17

～
熱
中
症
か
ら
労
働
者
の
命
を
守
れ
～

　
近
年
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症

労
働
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
初
期
症

状
の
見
逃
し
や
対
応
の
遅
れ
に

よ
る
重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
、

二
〇
二
五
年
六
月
一
日
よ
り
労

働
安
全
衛
生
規
則
が
改
正
さ
れ
、

事
業
者
に
は
「
体
制
整
備
」

「
手
順
の
作
成
」「
関
係
者
へ
の

周
知
」
が
罰
則
付
き
で
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
建
設
業
は
、
屋
外
で
の

高
温
多
湿
な
作
業
環
境
が
多
く
、

熱
中
症
対
策
強
化
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
世

保
官
公
需
業
者
会
で
は
、
厚
生

労
働
省
の
通
達
に
基
づ
く
労
働

衛
生
教
育
で
あ
る
「
熱
中
症
予

防
指
導
員
・
管
理
者
」
研
修
会

を
建
災
防
に
委
託
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
研
修
は
、
作
業
管
理
者
・
職

長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
方
々

を
対
象
に
行
わ
れ
、
二
十
六
名

が
受
講
。 

参
加
者
は
、
熱
中

症
の
予
防
・
早
期
発
見
・
応
急

処
置
な
ど
、
現
場
で
の
実
践
に

役
立
つ
知
識
を
体
系
的
に
学
び

ま
し
た
。

研修会の様子（県北総合会館）

●コーナンPRO大塔店
　(佐世保市大塔町 ８ -６２)

×
建設長崎

建設長崎
メンバーズカードが
コーナンPROで
使えます！

税抜お買上額から3％割引

LINE 公式アカウント

友だち募集中
＠062mxajp

LINE の「友だち追加」から、ID
検索するかQRコードをスキャン
してください

西岡秀子衆議院議員へ要望書を手渡す佐藤執行委員長

11
・
20
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

　
　
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

　「
六
十
五
年
の
歴
史
を
誇
り
に
、
建
設
国
保
育
成
・
強
化
、
物

価
上
昇
を
上
回
る
大
幅
な
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
を
実
現
し
よ

う
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
日
比
谷
公
園
野
外
音
楽
堂
で
の
開

催
で
し
た
が
、
再
整
備
工
事
に
よ
り
使
用
休
止
の
た
め
、
今
回

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要
請
書

１�　
国
民
負
担
に
考
慮
し
、
国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成
を

拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

２�　
二
〇
二
六
年
度
の
国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
は
、
今

日
的
な
医
療
費
増
加
の
要
因
を
踏
ま
え
、
自
然
増
を
含

む
医
療
費
の
伸
び
を
適
切
に
算
定
し
、「
現
役
世
代
の

負
担
軽
減
」
の
観
点
か
ら
現
行
補
助
水
準
に
と
ど
ま
ら

ず
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

３�　
医
療
保
険
制
度
は
被
用
者
保
険
と
国
民
健
康
保
険

と
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
の
管
理
・
運
営
の

主
体
は
、
公
営
国
保
と
国
保
組
合
と
し
、
建
設
国
保
を

育
成
・
強
化
し
て
く
だ
さ
い
。
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仕事納め
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年末の事務処理は12月25日㈭まで
新年の通常業務は 1月 6日㈫より
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議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

山
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て

十
七
名
が
参
加
し
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
受
付
前
か
ら
包
丁

研
ぎ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
地

域
の
方
が
、
使
い
込
ま
れ
て
く

た
び
れ
た
包
丁
を
手
に
続
々
と

来
場
。
一
時
は
受
付
に
順
番
待

ち
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
、
大
盛

況
の
住
宅
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
綺
麗
に
研
が
れ
た
包
丁
を
受

け
取
っ
た
来
場
者
は
満
足
そ
う

な
笑
顔
と
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
を
残
し
帰
っ
て
行
か
れ
、

地
道
な
活
動
が
地
域
に
浸
透

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
大
し
た
内
容
で
は

無
い
で
す
が
良
い
で
す
か
？
」

と
恐
縮
さ
れ
な
が
ら
も
住
宅
の

修
繕
や
改
修
に
つ
い
て
、
四
件

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
名
簿
に
そ
れ
ぞ
れ
の

職
種
を
記
載
し
て
掲
示
し
た
こ

と
で
、
来
場
者
の
方
も
、
自
分

の
困
り
事
を
相
談
で
き
る
職
人

さ
ん
は
誰
な
の
か
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
仕
事
確
保
に
も

つ
な
が
る
充
実
し
た
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
ご
多
忙
の
中
、

野
口
市
議
が
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
り
、
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
は
、

参
加
者
で
昼
食
を
と
り
、
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
無
事
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
こ
の
時
期
に
し
て
は
寒
さ
が

和
ら
い
だ
十
一
月
十
四
日
、
長

崎
総
支
部
と
し
て
中
央
・
浦
上

総
支
部
合
同
で
全
体
三
十
名
の

参
加
に
よ
り
、
浜
口
町
に
あ
る

「
炭
蔵
別
館
か
わ
ぞ
う
」
に
て

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
を
開
催
。

　
今
回
は
市
内
全
域
が
対
象
と

い
う
事
で
、
参
加
者
が
若
干
少

な
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
先
輩
方
は
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
、
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
、
楽
し
そ
う
に
お
酒
を
酌

み
交
わ
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
に
は
現
役
の
各
支

部
長
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
先
輩

方
の
組
合
に
対
す
る
熱
い
思
い

や
当
時
の
活
動
に
つ
い
て
伺
い

な
が
ら
、
色
々
と
学
ん
で
お
ら

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
席
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
次
回
の
再
開
と
絆
を
深
め
る

た
め
の
力
強
い
握
手
を
交
わ
す

姿
に
、「
仲
間
」
っ
て
、
良
い

も
の
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に

閉
会
の
時
を
迎
え
、
今
後
の
健

康
と
来
年
の
再
開
を
全
員
で
誓

い
合
っ
て
、
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

中
央
・
浦
上
　
総
支
部
合
同
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

「仲間」の絆が何よりの宝浦
上
西
支
部

住
宅
デ
ー
　
盛
況
の
陰
に
担
い
手
不
足
も

　
浦
上
西
支
部
で
は
、
十
一
月

十
六
日
㈰
に
組
合
本
部
・
駐
車

場
に
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
も
二
週
間

程
遅
い
開
催
と
な
り
、
長
崎
平

和
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
交

通
規
制
が
あ
る
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
十
四
名
の
組

合
員
並
び
に
四
名
の
主
婦
会
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
来
場
さ
れ
た
方
は
主
に
城

山
自
治
会
地
域
の
方
々
六
十
名

で
、
全
部
で
百
十
四
本
の
包
丁

を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
は
本
数
制
限
を
設
け
、

包
丁
お
一
人
二
本
ま
で
と
し
、

包
丁
以
外
の
鎌
や
ハ
サ
ミ
な
ど

は
固
く
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
来
場
者
数
や
包

丁
の
数
は
昨
年
よ
り
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
一
方
で
、

参
加
さ
れ
る
組
合
員
さ
ん
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

担
い
手
不
足
の
波
が
組
合
に
も

押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
開
催
す
る
場
合
に

は
、
お
時
間
あ
る
方
は
是
非
、

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次回は皆様のご参加お待ちしています

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略
・
順
不
同
）

村
岡　

広
明

木
下　

広
次

片
山　

聡
洋

河
上　
　

茂

道
端　

敏
章

平
出　

壽
夫

山
形　
　

信

前
田　

三
男

松
本　

初
男

濵
口　

信
夫

原
口　
　

茂

大
谷　

託
美

山
下　

弘
記

山
形
マ
ス
子

道
端
ナ
ミ
子

栗
原
由
里
子

古
賀　

純
子

佐
藤
副
委
員
長

西
平
副
委
員
長

市
南
支
部

技
術
を
も
っ
て
、
要
望
に
応
え
る

　
市
南
支
部
で
は
十
一

月
九
日
㈰
に
ジ
ョ
イ
フ

ル
サ
ン
江
川
店
前
広
場

に
て
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
近
隣
住
宅
に
千
部
ほ

ど
、
無
料
包
丁
研
ぎ
の

折
込
み
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
の
実
施
。
朝
イ
チ

は
雨
天
の
影
響
か
、
お

客
様
の
数
も
ち
ら
ほ
ら
。

天
候
が
回
復
す
る
に
つ

れ
て
、ま
ば
ら
だ
っ
た
客

足
も
持
ち
直
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
お
客
様
か
ら

「
枝
切
り
バ
サ
ミ
は
ダ

メ
か
な
？
」
と
の
要
望

が
。
ハ
サ
ミ
を
研
ぐ
に

は
熟
練
し
た
技
術
が
必

要
に
な
る
た
め
、
通
常

は
お
断
り
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
こ
は
職
人
さ
ん
、

「
し
て
や
る
け
ん
！
持
っ
て
こ

ん
ね
」
と
快
諾
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
包
丁
も
誠

心
誠
意
研
い
で
く
だ
さ
り
、

培
っ
て
き
た
技
術
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
、
来
場
者
五
十
名
、

包
丁
九
十
一
本
、
枝
切
り
バ
サ

ミ
等
五
本
を
研
ぎ
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
住
宅
相
談
も
二

件
お
話
が
あ
り
、
建
設
長
崎
を

充
分
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
で

き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
の
積
み
込
み
、
会

場
設
営
、ま
た
、お
忙
し
い
中
に

も
関
わ
ら
ず
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
組
合
員
並
び
に
主
婦
会
の

皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
宮　

清
治

山
下　

洋
二

山
﨑　

昌
晴

山
本　

秀
夫

荒
木　

貞
徳

舩
津　

栄
市

福
島
眞
知
子

篠
原　

美
香

佐
藤
委
員
長

山
下　

和
哉

中
島　

善
明

一
ノ
瀬　

崇

山
下　

俊
之

西
村　

源
弥

三
村　

義
光

山
口　

文
子

若
杉
書
記
長

浦上東支部 住宅相談四件、
　　地域に浸透する活動の成果

地
域
に
根
ざ
す
秋
の
住
宅
デ
ー 

︱ 

各
地
区
で
開
催 

︱

　
十
一
月
二
日
㈰
、

若
干
の
肌
寒
さ
を
感

じ
る
曇
り
空
の
も
と
、

地
域
の
社
会
福
祉
協

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略
・
順
不
同
）

田
崎　

順
一

松
田　

隆
人

藤
田　
　

登

田
川　

和
博

山
田　

堅
未

平
田　

太
郎

田
島　

浩
文

田
川　

ヤ
ヱ

増
田
仁
智
子

野
口　

耕
平

深
井　

伸
也

増
田　

啓
治

渡
部　

政
徳

中
尾　
　

亮

吉
田　

光
夫

佐
野　

勝
美

藤
田　

靜
代

石
田
特
別
職
役
員

北松
支部
「
し
か
ま
ち
文
化
祭
」

�

歌
に
踊
り
に
包
丁
研
ぎ

　
十
一
月
九
日
㈰
、
鹿
町
分
会

を
中
心
に
、
鹿
町
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
住
宅

デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
組
合

員
、
主
婦
会
あ
わ
せ
て
十
五
名

の
方
々
に
ご
参
加
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
住
宅
デ
ー
は
例
年
、
地
区
の

イ
ベ
ン
ト
、『
し
か
ま
ち
文
化

祭
』
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
芸
能
発

表
会
と
し
て
中
学
生
の
吹
奏
楽

演
奏
会
や
、
太
鼓
、
よ
さ
こ
い

の
発
表
、
歌
う
ま
交
流
会
な
ど
、

内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
盛
り

上
が
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
当
日
は

朝
早
く
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模

様
。
先
行
き
も
不
安
の
中
で
始

ま
り
ま
し
た
が
、
十
時
頃
に
は

雨
も
あ
が
り
、
文
化
祭
の
来
場

者
も
徐
々
に
増
え
始
め
…
。
終

わ
っ
て
み
れ
ば
受
付
五
十
五
名
、

合
計
百
四
十
一
本
の
包
丁
を
研

ぎ
上
げ
ま
し
た
。

　
組
合
員
並
び
に
、
主
婦
会
の

方
々
に
は
朝
早
く
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
様
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉

�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
田　

敏
幸

近
藤　

力
也

近
藤　

生
喜

野
中　
　

毅

池
田　

茂
夫

筒
井　

健
二

水
元　

良
太

前
田
み
ど
り

坂
中　

善
男

田
中　

祐
二

前
田　

修
一

出
口　

仁
美

和
田　

茂
史

野
中　

裕
生

野
中　

泰
澄
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　長建国保では加入している被保険者（組合員、家族）全員を対象に、季節性イ
ンフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種に係る費用の補助を実施し
ております。

インフルエンザの予防接種補助の申請について
《補助の対象者》
　長建国保加入の被保険者（組合員及び家族）
《補助の対象》　●令和 ７年10月 １ 日以降の領収書から適用となります。
　季節性インフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種（以下予防接種
という）に係る自己負担の費用が １ 回につき、自己負担額が2，000円を超えた場
合、2，000円を補助いたします。
※自己負担額が2，000円の場合も補助の対象となります。
※�「フルミスト」の予防接種につきましては、補助対象となりませんのでご注意
ください。

《補助の申請》
　当該組合員が所属する長崎県建設産業労働組合の支部窓口で申請書（様式第一
号）に予防接種の領収書等を添えて申請してください。
《補助申請の期間》
　補助の申請は予防接種を受けた日の属する月の末日から起算して ６ ヶ月以内と
なっておりますので、接種後早めに申請してください。

（例） １ 月10日に予防接種を受けた場合は、 ７ 月31日までに申請が必要です。
《申請に必要なもの》
・予防接種の費用と分かる領収書及び明細書等
・印鑑
《補助の交付》
　補助金の交付は、申請に問題がなければ受付時
に支部窓口で交付いたします。

インフルエンザ予防接種を助成しています！
感染対策にお役立てください

※令和 ７年10月から助成内容が変更になっています！！
※フルミスト（鼻から接種できる予防接種）に関しては
　補助対象となりませんのでご注意ください！！

～マイナ保険証を利用していますか～
健康保険証が令和 ６ 年12月 ２ 日以降新規発行されなくなり、１ 年が経過しました。
改めてマイナ保険証の初回登録方法、使用するメリットについてお知らせします。

マイナンバーカードを健康保険証として
利用するための登録がまだの方は、以下
２つの準備をお願いします。

STEP 1

マイナンバーカードを申請

■申請方法は選択可能です
①オンライン申請
　（パソコン・スマートフォンから）
②郵便による申請
③まちなかの証明写真機からの申請

STEP 2
マイナンバーカードを
健康保険証として登録

■利用登録の方法
①医療機関・薬局の受付
　（カードリーダー）で行う
②「マイナポータル」から行う
③セブン銀行 ATM から行う

●マイナ保険証で受診するメリット
○よりよい医療を受けることができる
　過去のお薬情報や健康診断（特定健診）の結果を見られるように
なるため、身体の状態や他の病気を推測して治療に役立てることが
できます。
　また、お薬の飲み合わせや分量を調整してもらうこともできます。
事故や災害時にも、お薬情報が共有されて安心です。
○手続きなしで高額医療の限度額を超える支払を免除
　限度額適用認定証等がなくても、高額療養費制度における限度額
を超える支払が免除されます。

※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。
2025.12.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズ
カード提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長

崎

・

西

彼

地

区

稲佐山温泉
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095-862-5555

i ＋ Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町 １ 丁目3277-7
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 - ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 - ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284
095-856-2631

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ
おおむら　ゆの華 大人 820円

▲120円
【メンバーズカード
有無に関わらず】

▲300円 400円 　大村市森園町663-3
0957-50-1126

青雲荘 大人 880円 - ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500-1

0957-73-3273
小地獄温泉館 大人 500円 - ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上）
［ ７ ：30～16：30］ 550円 - ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957-74-3141

大人
［16：30～21：30］ 330円 - ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）

大人（60歳以上）［ ７ ：30～21：30］
209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 520円 - ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957-28-4141

県

北

地

区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 600円 - ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956-82-2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 600円 - ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956-82-6868

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ（※１）

大人 900円 - ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12
0956-39-4800

ホテルローレライ
ばってんの湯（※１）

大人 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449
0956-59-3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 平日 800円 - ▲300円 500円
東彼杵郡波佐見町長野郷558-3

0956-76-9008
大人 土・日・祝 850円 - ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 - ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2
0956-66-2617

平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 1,000円 - ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6

0950-57-1110

（※ １）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

受診無料 特定健診を受けましょう！！
個人で受ければ※8,080円もかかる検査が無料です！

※令和７年度集合契約の金額となっております。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、特定健診受診者数は減少していま
す。健診の最大の目的は「病気の早期発見」です。しかし、受診しないままだ
と、早期に発見されるはずの病気が放置され、気づいた時には病状が進行、重
症化してしまう恐れがあります。現在、健診機関では、３つの「密」を可能な
限り回避する、マスク着用を原則とするなど、きめ細かな感染予防対策を講じ
ています。今年度の健診をまだ受診されていない方は、ぜひ年度内に受診して
ください。

受診できる医療機関
組合指定の医療機関

（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている
医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができません。

申込方法 ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約を
お願いします。

健診受診に必要なもの ○受診券（ピンク色）　○質問票
○マイナ保険証 or 資格確認書

健診の検査内容 ・問診 ・身体計測 ・検尿 ・血圧 ・血液検査

特定健診でわかる
生活習慣病

・高血圧病 ・脂質異常症 ・肝硬変
・動脈硬化 ・腎臓病 ・腎不全 ・糖尿病 ・痛風
・アルコール性肝臓病

自己負担 受診券にて受診した場合に限り自己負担はありま
せん。

受診できる期間 今年度の特定健診受診券の有効期限は
令和８年３月31日までとなっております。

※�特定健診の受診率向上を図る為に、特定健診がまだお済みでない方に対して
特定健診受診勧奨通知として特定健診受診券（ハガキ）を10月にお送りして
おります。届いたハガキはそのまま特定健診受診券として利用いただけます。

※�受診券を紛失された方、ご不明な点等がある方は、各所属支部、または長建
国保までご連絡ください。【長建国保 TEL】095-862-8463

長 建 国 保 か ら の お 知 ら せ
建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２5年（令和７年）12月１５日発行第 726 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



本
部
青
年
部

第
二
回
幹
事
会
兼
交
流
会

　
新
体
制
発
足
後
、
初
と
な
る

本
部
青
年
部
の
交
流
会
（
兼
第

二
回
幹
事
会
）
が
十
一
月
一
日

㈯
、
諫
早
市
の
「
炭
火
焼
鳥
で

ん
す
け
」
に
て
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
、
退
任
役
員
を
含
め
総
勢

二
十
五
名
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
方
山
青
年
部
長
と
佐
藤
委
員

長
に
よ
る
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

重
点
事
項
で
も
あ
る
組
合
の
拡

大
状
況
を
真
剣
に
確
認
・
共
有

し
て
か
ら
、
乾
杯
の
発
声
へ
。

　
互
い
に
初
対
面
の
方
も
多
く
、

乾
杯
の
前
に
親
睦
交
流
の
第
一

歩
と
し
て
、
全
員
で
自
己
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

　
一
番
手
の
大
水
事
務
局
長
は
、

初
め
て
実
施
し
た
本
部
青
年
部

ふ
れ
あ
い
訪
問
行
動
に
つ
い
て

触
れ
、
各
支
部
へ
の
波
及
と
青

年
層
の
拡
大
へ
の
期
待
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。

　
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た

面
々
も
一
巡
後
に
は
ず
い
ぶ
ん

和
ら
い
だ
表
情
に
。
大
水
事
務

局
長
の
乾
杯
の
掛
け
声
を
合
図

に
交
流
会
が
始
ま
る
と
、
間
髪

入
れ
ず
に
「
お
か
わ
り
」
の
声

も
。
会
場
に
賑
や
か
な
笑
い
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
場
が
温
ま
る
に
つ
れ
、
青
年

部
旅
行
の
開
催
を
企
画
す
る
話

が
。「
ど
う
せ
な
ら
三
百
人
呼

ぼ
う
や
！
」
の
声
に
大
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
「
旅
行
」
を
通
じ
て
、
青
年

部
層
の
結
束
を
よ
り
強
化
し
、

ひ
い
て
は
組
織
減
少
が
続
く
組

合
の
今
後
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
と
の
熱
い
思
い
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。

　
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
閉
会
の
挨
拶
は
山

田
副
部
長
に
よ
る
威
勢
の
い
い

一
本
締
め
で
、
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
青
年
部
活
動
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
部
主
婦
会

日
帰
り
旅
行
会

　
十
一
月
五
日
㈬
、
本
部
主
婦

会
で
日
帰
り
旅
行
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
県
北
が
担
当
地

区
と
な
り
、
北
松
の
地
が
交
流

の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
交
流

会
の
会
場
で
あ
る
「
サ
ン
パ
ー

ク
吉
井
」
に
て
、
日
々
の
喧
騒

を
離
れ
、
主
婦
会
の
方
々
と
楽

し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
食
事
も
ソ
コ
ソ
コ
に
、
景
品

が
か
か
っ
た
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
」
が
始
ま
り
、
委
員
長
を
は

じ
め
役
員
の
皆
様
に
よ
る
血
沸

き
肉
躍
る
白
熱
の
バ
ト
ル
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
じ
ゃ
ん

け
ん
で
程
よ
く
体
を
温
め
た
後

は
、
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に

カ
ラ
オ
ケ
に
突
入
。
と
思
い
き

や
一
番
手
は
な
ん
と
詩
吟
。
素

敵
な
お
声
で
一
詩
吟
じ
て
い
た

だ
い
た
後
に
は
、
北
松
に
ち
な

み
甲
子
園
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合

わ
せ
て
清
峰
の
応
援
ソ
ン
グ
、

体
を
動
か
す
歌
遊
び
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が

続
き
ま
し
た
。

　
締
め
は
い
つ
も
の
ヤ
ツ
、
河

内
男
節
…
楽
し
い
時
間
は
瞬
く

間
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
交
流
会
の
後

に
ご
当
地
名
所
見
学
と
い
う
こ

と
で
、
福
井
洞
窟
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
へ
参
り
ま
し
た
。
佐
世
保
市

吉
井
町
に
あ
る
福
井
洞
窟
は
、

令
和
六
年
十
月
十
一
日
に
国
の

特
別
史
跡
へ
と
指
定
さ
れ
た
、

旧
石
器
時
代
の
歴
史
を
遺
す
大

変
貴
重
な
史
跡
で
す
。
特
別
史

跡
と
は
「
学
術
的
価
値
が
高
く

我
が
国
文
化
の
象
徴
」
と
な
る

い
わ
ゆ
る
「
国
宝
」
と
同
じ
価

値
を
持
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
も
し
次
の
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
福
井
洞
窟
周
辺

三
十
一
か
所
の
洞
窟
を
巡
り
、

さ
ら
に
深
く
歴
史
に
触
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
藤
村
）

2025年の主な活動
１ 月

・建設長崎新春旗開き
・各支部旗開き
・本部主婦会新春交流会
・中小建設業者新春研修会・交流会

２ 月
・所得税確定申告受付
・本部執行委員会（基本賃金決定）
・長建国保第110回組合会

３ 月
・消費税確定申告受付
・建設業許可変更届（個人）受付
・建設長崎3. 21総決起集会

４ 月 ・建設長崎スポーツ大会
　　　　　（ボウリング）

５ 月 ・規矩術講習会
・労働保険年度更新受付

６ 月
・九地協企業交渉
・国保予算要求ハガキの取り組み
・建設技術専門学院総会
・青年部大会

７ 月
・主婦会総会
・建設長崎第80回定期大会
・中小建設業協会第13回定期総会
・長建国保第111回組合会

８ 月
・二級建築施工管理技士短期講習（長崎・大村）
・建設労働者職人原爆殉難者慰霊祭
・長崎県土木部との意見交換会

９ 月 ・各支部大会
・福祉共済会より70歳以上の組合員へ敬老の祝い贈呈

10月
・まちづくり総合住宅フェア
・足場の組立て等作業主任者講習会
・長崎県知事要請行動
・建設長崎スポーツ大会（運動会）
・秋のふれあい訪問行動

11月

・本部青年部交流会
・本部主婦会日帰り旅行会
・木造建築物の組立て等作業主任者講習会
・長崎市長・佐世保市町・平戸市長要請行動
・全建総連予算要求中央総決起大会
・国保予算要求ハガキの取り組み

12月 ・福岡国税局交渉
・諫早市長要請行動

▲本部旗開き（ １ 月 ６ 日）

▲中小建設業者新春交流会（ １ 月24日）

▲3. 21総決起集会（ ３ 月21日）

◀
各
支
部
大
会
（
９
月
）

▲不戦平和の塔 ▲スポーツ大会（運動会）（10月26日） ▲九地協 企業交渉
� （ ６ 月 ５ 日～ ６ 日）

�

（
１
月
21
日
）

◀
本
部
主
婦
会
新
春
交
流
会

�

（
４
月
20
日
）

◀
各
支
部
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▲住宅デー（奉仕活動） ▲長崎県住宅フェア
� （10月 ４ 日～ ５ 日）

▲第80回定期大会（ ７ 月20日）

▲長崎県要請行動�（10月21日）

▲規矩術講習会
� （ ５ 月17日～18日）

▲青年部大会（ ６ 月18日）
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